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• 従業員一人ひとりの人生設計と自分らしい生き方の実現を支援すべく、対話型プログラムやライフプラン講座を実施し、将来像の明
確化と理想とする将来に向けた行動意欲の向上といった前向きな心理的変化が見られた。

ライフデザインを通し人生を明るく照らすライフプランを描く
（特定非営利活動法人manma／東京海上日動あんしん生命保険株式会社）

12月 1月

ダイヤ工業株式会社
ユアサ自動車株式会社

コクヨ山陽四国販売株式会社
企画設計 最終準備、セミナー実施日

効果分析、今後の展開方針整理

• 従業員一人ひとりが将来の人生設計を描き、自分らしい働き方と生き
方を実現できるよう支援する。結果、社員の安心と成長を促進し、人を
中心とした持続可能な組織成長を図る。

実施目的

• 資産形成を含むライフプラン講座、および対話を通じたライフデザインワーク（不
安の可視化・未来をデザインするワーク等）の実施。

└ダイヤ工業株式会社：1/14(水)開催、9名参加
└ユアサ自動車株式会社：1/26(月)開催、2名参加
└コクヨ山陽四国販売株式会社：1/27(火)開催、17名参加

実施内容・スケジュール

• ダイヤ工業株式会社：セミナー共催・社内展開調整
• ユアサ自動車株式会社：セミナー共催・社内展開調整
• コクヨ山陽四国販売株式会社：セミナー共催・社内展開調整
• 東京海上日動あんしん生命保険株式会社：実施先企業の確保・運営
• 特定非営利活動法人manma：企画・講師・運営サポート

実施体制・実証フィールド

• ライフデザインに関する対話の機会や資産形成に纏わるライフプランの情
報提供は、社員の将来像の明確化や理想とする将来に向けた行動意
欲の向上に寄与することが示唆された。

• 今後は継続的な仕組みとして人材育成に組み込み、社員の反響や成
果を蓄積・発信することで、組織内外の期待値を高め、普及・拡大を後
押しすることが有効かつ重要である。

ライフデザイン支援の普及・拡大に向けた示唆▼セミナー後 集合写真
（ダイヤ工業株式会社） ▼モヤモヤワーク（3社共通）

▼セミナー後 集合写真
（コクヨ山陽四国販売株式会社）

• セミナー前後で取得したアンケートの「ライフデザインの明確さ」を測る項
目において、肯定的回答が大幅に増加。

（肯定的回答が38.1ポイント増加。）

効果検証結果

※ｎ数が多いダイヤ工業株式会社・コクヨ山陽四国販売株式会社の実数値を用いて加重平均を算出
※肯定的回答＝そう思う・とてもそう思う
※中立的・否定的回答＝どちらともいえない・そう思わない・全くそう思わない

ライフデザインの明確さ 開催前 開催後

肯定的回答 19.0% 57.1%

中立的・否定的回答 81.0% 42.9%
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• 多様なライフステージにある社員に対し、資産形成とライフデザインを一体で捉えるセミナーを実施。特定の層に限定せず、幅広い属
性の社員が将来への見通しを立てられる機会を提供することで、長期的なキャリア形成をポジティブに捉えるマインドを醸成すること、
およびその効果を検証することを目的とした。

1.本事業における課題・背景（ダイヤ工業株式会社）

背景
• 従業員の平均年齢が34歳と若くライフステージが多様化しており、個々の悩みが経済面・子育て・

介護など多岐にわたり分散しているという課題がある。
• 会社としては、どのステージにある社員も腰を据えて長く活躍してほしいという願いがある一方で、一

律の支援では将来不安を解消しきれない懸念があった。

目的 • 自身のライフプランを明確にすることで、長期的なキャリア形成をポジティブに捉えられるようになること。
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• 従業員のマネーリテラシー向上を通して、資産形成・ライフデザインを自分事として捉えるセミナーを実施。中長期的なキャリア形成を
前向きに捉えるマインドを醸成すること、およびその効果を検証することを目的とした。

1.本事業における課題・背景（ユアサ自動車株式会社）

背景

• 個々の従業員のマネーリテラシーには差があり、会社が今後導入を検討している資産形成支援
（確定拠出年金等）についても、制度を十分に活用できないであろう若年層が想定された。備え
が不十分となることで将来の生活設計に影響し、不安やキャリア意欲の低下につながる懸念がある
ことから、従業員が自身のライフプランと会社制度とを結びつけて理解できる環境整備が求められて
いた。

目的 • マネーリテラシーを向上することで、中長期的なキャリア形成をポジティブに捉えられるようになること。
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• 金利上昇や物価高騰に象徴されるように、社会の変化が激しく将来の見通しが立てにくい「時代の転換期」において、自身の意思
で人生をデザインする重要性を説くライフデザイン＆ライフプランセミナーを実施。将来の見通しを立て自律的に歩むための第一歩を
提供し、その効果を検証することを目的とした。

1.本事業における課題・背景（コクヨ山陽四国販売株式会社）

背景
• 「貯蓄さえすれば安心」という従来の発想が通用しない激動の時代において、社員一人ひとりが人

生設計をする必要性が高まっている。単なるマネー知識の習得に留まらず、「理想の生き方」を起
点に、それを支える「資産形成」を通じたライフプランをセットで考える機会が求められていた。

目的 • 変化の激しい時代において、将来の生き方と資産形成を一体で捉え、自分らしい人生の見通しを
立てる第一歩とすること。
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• 特定非営利活動法人manmaと東京海上日動あんしん生命保険株式会社が実施団体として協力した。

2. 実施体制（1/2）

団体の概要

団体名 特定非営利活動法人manma

本社所在地 〒170-0005
東京都豊島区南大塚3-36-7 南大塚T&Tビル 5F

代表者役職氏名 代表理事 越智 未空

設立年 令和3年8月（任意団体設立：平成26年1月）

従業員数 業務委託10人（令和7年12月時点）

事業内容

結婚や子育てといった家族形成初期の選択に関心や不安のあ
る大学生や若手社会人を対象に、ライフデザイン支援を行う。
仕事、結婚、子育てを包括的に学べる機会を提供し、多様な
生き方や家族・パートナーシップの在り方を理解することで、納得
感を持って自分らしい選択ができるようサポートしている。若い世
代が家族形成について学ぶ機会を当たり前のように得られる社
会の仕組み化を目指している。

URL https://manma.co

団体名 東京海上日動あんしん生命保険株式会社

本社所在地 東京都千代田区大手町二丁目6番4号

代表者役職氏名 取締役社長 浅野 收二

設立年 平成8年8月6日

従業員数 2,513名（令和7年3月31日現在）

事業内容

東京海上グループの生命保険会社として、生命保険業および
付随業務を展開している。「お客様本位で革新的な生命保険
事業」を掲げて1996年に創業し、全国に広がる代理店ネットワ
ークや営業直販社員であるライフパートナー等を通じて、医療保
険やがん保険、死亡保険などの多様な商品を提供する。

URL https://www.tmn-anshin.co.jp

https://manma.co
https://www.tmn-anshin.co.jp/
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• 実施団体2社がダイヤ工業株式会社・ユアサ自動車株式会社・コクヨ山陽四国販売株式会社の3社へライフデザイン支援を提供
し、効果検証を実施した。

2. 実施体制（2/2）

実施体制の詳細

特定非営利活動法manma
東京海上日動あんしん生命保険株式会社

ライフデザイン×ライフプランセミナーの
企画開発・共同運営

ダイヤ工業株式会社
ユアサ自動車株式会社

コクヨ山陽四国販売株式会社

ライフデザイン×ライフプランセミナーの
企画・運営・参加者の募集
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• 本事業は、令和7年12月から令和8年1月の2か月間で実施した。
3. スケジュール

12月 1月

3w 4w 5w 1w 2w 3w 4w 5w

イベント

実施事項

ダイヤ工業株式会社 実証

ユアサ自動車株式会社実証
コクヨ山陽四国販売株式会社実証

Step.12
効果検証を踏まえた提案・報告書作成

▲
打
合
せ

▲
納
品

▲
実
施

▲
打
合
せ

▲
打
合
せ

▲
実
施

▲
打
合
せ

Step.1
開催概要調整

Step.2
企画・コンテンツの詳細化

Step.4
参加者募集

Step.5
本番実施

Step.6
分析・振り返り

Step.3
効果検証設計

Step.7
開催概要調整

Step.8
企画・コンテンツの詳細化

Step.10
参加者募集

Step.11
本番実施

Step.12
分析・振り返り

Step.9
効果検証設計
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• 多様なライフステージにある社員に対し、資産形成とライフデザインを一体で捉えるセミナーを実施。（※1/14(水))開催、9名参加）

4. 実施内容（ダイヤ工業株式会社）

20代～40代の既婚・子育て層を中心
に、多様な属性の社員が参加。対面での
ワークショップ形式により、参加者同士の
気づきを促す運営を実施。

ライフデザイン・パートでは、自身の「モ
ヤモヤ（不安）」の可視化と対話を行い、
10年後の理想の未来を具体的に描き出
すワークを実施。

ライフプラン・パートでは、参加者の関
心が高い家計課題に直結する内容も含む
「資産形成」に関する情報を網羅的に紹
介。

①課題を踏まえた
コンテンツ設計②セミナー開催・運営

事後アンケートでは全参加者が「自分
の理想とする将来の実現に向けて行動し
たいと思った」と回答。特に「理想を逆算し
て考える重要性に気づいた」等の声があ
り、マインドセットの変化を確認。

ライフデザインとマネーの知識を一体で
学んだことで、「自分事化」が促進され、
「夫婦で将来を話すきっかけにしたい」とい
った具体的な行動意欲の向上が見られ
た。

資産形成に関する正しい知識を得たこ
とが安心感に繋がり、当社での中長期的
なキャリア形成をポジティブに捉えるための
土壌が醸成されたと考察。

①課題を踏まえた
コンテンツ設計③効果検証

20代～40代において「ライフとキャリア
の両立」や「資産形成」「育児・介護」への
関心が特に高く、ライフステージに応じた深
掘り支援の必要性及び有効性が浮き彫り
となった。

単発の研修で終わらせず、社員が定期
的に自身のライフデザイン・ライフプランを
アップデートできる「振り返りの仕組み」を
人材育成施策へ段階的に組み込むことを
検討。

社員一人ひとりが、自分らしいライフデ
ザインを行うことが、主体的なキャリア形成
と持続的な組織成長（エンゲージメント
向上）に繋がると再認識。

①課題を踏まえた
コンテンツ設計④分析結果を踏まえた
今後の企画検討

▼モヤモヤワークの様子 ▼4Lワークの様子 ▼セミナー後の集合写真▼ライフプランセミナーの様子

従業員の平均年齢が34歳と若くライフス
テージが多様化しているため、個々の悩みが
分散し、画一的な支援では将来不安を解消
しきれないという課題を抽出。

「どのステージの社員も腰を据えて長く活
躍できる環境」の実現に向け、特定の属性に
限定せず、全社員が将来への見通しを立てら
れる包括的なプログラムを設計。

「ライフデザイン」と「お金に関するライフプラ
ン」をセットで検討できるよう、対話を通じたラ
イフデザインと、専門的なライフプラン講義を
融合させたコンテンツを開発。

①課題を踏まえた
コンテンツ設計
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4. 実施内容（ユアサ自動車株式会社）

✓少人数かつ年齢・役職が
異なる参加者構成を踏まえ、
個別性と汎用性を両立したプ
ログラム設計。

✓ 保険部門出身者や役員層
の参加を想定し、資産形成を
主軸にキャリア形成の視点も
織り込んだ構成。

効果検証

✓ ライフプラン講座を中心に、
確定拠出年金や資産形成に
関する実務的な情報提供を実
施。

✓ もやもやワークやチェックイ
ン・チェックアウトを通じて、参
加者の内省と共有を実施。

①課題を踏まえた
コンテンツ設計

✓ アンケートおよび参加者の
発言から、ライフデザインの理
解の進化と周囲への波及意欲
が確認された。

✓ 月1回ライフプラン講座の
要望が出るなど、社内での継
続的な学びの場へのニーズが
顕在化。

①課題を踏まえた
コンテンツ設計

✓ 若手社員への浸透には「仕
事の一環としての強制参加」
など、運営設計上の工夫が必
要。

✓ 社長・経営層等のトップラ
インの巻き込みを通じて、制度
導入と社員教育の連動を図る
必要性が明確化。

①課題を踏まえた
コンテンツ設計①課題を踏まえた

コンテンツ設計 ②セミナー開催・運営 ③効果検証 ④分析結果を踏まえた
今後の企画検討

• マネーリテラシー向上を通して、資産形成・ライフデザインを自分事として捉えるセミナーを実施。（※1/26(月)開催、2名参加）

▼モヤモヤワークの様子▼オープニングの様子 ▼セミナー後の集合写真▼ライフプランセミナーの様子
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4. 実施内容（コクヨ山陽四国販売株式会社）

✓社員の年齢層・立場
（20〜60代・内定者含
む）を踏まえ、将来設計と
資産形成を統合的に扱うプ
ログラム構成へ。

✓ 社長のビジョン・日頃か
らの社員へのメッセージを背
景に「自分らしい人生の見
通しを立てる」ことを目的に、
行動変容につながるよう意
図した企画設計。

効果検証
✓ ライフデザイン・ライフプラン
の両軸で構成し、個人の価値
観と資産形成における理解促
進を重視。

✓ 社長の冒頭挨拶により、社
員の期待感を前向きに醸成。

✓ ワークショップ形式を取り入
れ、普段得られない内省と共
有の機会を提供。

①課題を踏まえた
コンテンツ設計

✓ アンケートでは高い満足
度が示され、「将来を立ち止
まって考える貴重な機会だっ
た」との声が多数寄せられ、
潜在的なニーズが可視化。

✓ 社長からの評価も高く、
社内の価値観とセミナー内
容がフィットしたことで、今後
の制度導入や継続的な学
びの場づくりに向けた機運が
高まった。

①課題を踏まえた
コンテンツ設計

✓若手社員・内定者層への
浸透を図るため、ワークショ
ップ型の学びを継続的に展
開し、「考える口実」を組織
内に定着させる方向性が望
ましい。

✓社長のトップメッセージが
参加姿勢を大きく左右する
ため、今後も“経営層の発
信と研修の連動”を意図的
に設計することが重要。

①課題を踏まえた
コンテンツ設計①課題を踏まえた

コンテンツ設計 ②セミナー開催・運営 ③効果検証 ④分析結果を踏まえた
今後の企画検討

• 自身の意思で人生をデザインする重要性を説くライフデザイン＆ライフプランセミナーを実施。（※1/27(火)開催、17名参加）

▼モヤモヤワークの様子 ▼4Lワークの様子 ▼セミナー後の集合写真▼ライフプランセミナーの様子
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• セミナー前後にWebアンケート調査を実施し、参加者の心理的変化を定量的に把握することで効果検証を行った。
• アンケート調査票については、参考資料を参照のこと。

5. ダイヤ工業株式会社 効果検証 1)検証手法

項 目 内 容

調査方法 • Webアンケート調査（セミナー前後比較）

対象者 • 年齢・性別不問の従業員 9名
• （若手社員を主な対象と想定しつつ、従業員規模の都合上なるべく多くの方に参加してもらうことを優先して幅広い年齢層で設定した。）

回収数・
回収率 • 開催前：9名（100％）、開催後：9名（100％）

設問数
• 開催前：18問
• 開催後：27問
• ※詳細設問は参考資料参照

実施時期 • 開催前調査：令和8年1月13日〜1月14日
• 開催後調査：令和8年1月14日
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5. ダイヤ工業株式会社 効果検証 2)検証結果ーサマリ

• 主たる検証項目において、参加者のライフデザインや職場への意欲に対する認識や心理状態に有意な改善が見られた。
• アンケート調査結果の全体については、参考資料を参照のこと。

検証項目 検証結果本事業の目的

・自身のライフプランを
明確にすることで、当
社での長期的なキャリ
ア形成をポジティブに捉
えられるようになること。

ライフデザインの明確さ(※)
ライフデザインの明確さに関する“肯定的回答”が大幅に増加。
実施前：11.1％ 実施後：55.6%
※Wilcoxon符号付順位検定で、p < 0.05 のため有意な改善。

将来に対する不安認識
将来に対する不安認識に関する“肯定的回答”が大幅に増加。
実施前：22.2% 実施後：66.7%
※Wilcoxon符号付順位検定で、p < 0.02 のため有意な改善。

職場へのエンゲージメント
職場へのエンゲージメントの「高まり」に関して、
“肯定的回答”が主要な割合を占める結果に。
実施後︓66.7%（肯定的回答）／33.3%（中立的回答）
※Wilcoxon符号付順位検定で、p ≥ 0.05 のため有意差はなし。

※注釈：本項目における「ライフデザインの明確さ」とは、自分自身のライフデザインに対する認識の明確さを指します。

理想の実現に向けた行動意欲
理想の実現に向けた行動意欲に関する“肯定的回答”が増加。
実施前：77.8% 実施後：100.0％
※Wilcoxon符号付順位検定で、p < 0.05 のため有意な改善。
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5. ダイヤ工業株式会社 効果検証 3)検証結果ー詳細①

＜考察＞
• 開催前：否定的回答（4）が最多 → ライフデザインに対する明確さが曖昧な方が多かった。
• 開催後：「そう思う（2）」と「とてもそう思う（1）」が1名から5名まで増加 →セミナーを通じて“明確化”が進んだと推測。
• 加えて、否定的回答（4・5）は5名から1名まで減少 →ライフデザインの明確化が促進されたと考えられる。

※Wilcoxon符号付順位検定で、p < 0.05 のため有意な改善。

※肯定的回答＝そう思う・とてもそう思う（1・2）
※中立的回答＝どちらともいえない（3）
※否定的回答＝そう思わない・全くそう思わない（4・5）

ライフデザインの明確さ 開催前 開催後

肯定的回答 11.1% 55.6%

中立的回答 33.3% 33.3%

否定的回答 55.6% 11.1%
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5. ダイヤ工業株式会社 効果検証 3)検証結果ー詳細②

＜考察＞
• 開催前：「どちらともいえない（3）」が最も多く、次いで「とてもそう思う・そう思う（1・2）」が3名と、将来に対して不安を抱えている方が多

い。
• 開催後：「そう思う（2）」が最も多く「とてもそう思う（1）」も合わせると、6名と約70％の方がセミナーを通じて不安が軽減されたと回答。
• 加えて、否定的回答は3名から1名まで減少 → 将来に対する不安軽減が促進されたと考えられる一方、「どちらともいえない（3）」も4名と

不安軽減に繋がりきっていない層も一定数存在。

※Wilcoxon符号付順位検定で、p < 0.02 のため有意な改善。

※この設問のみ開催前後の質問が異なるため下記の通り算出。
＜開催前＞
※肯定的回答＝そう思わない・全くそう思わない（4・5）
※中立的回答＝どちらともいえない（3）
※否定的回答＝そう思う・とてもそう思う（1・2）
＜開催後＞
※肯定的回答＝そう思う・とてもそう思う（1・2）
※中立的回答＝どちらともいえない（3）
※否定的回答＝そう思わない・全くそう思わない（4・5）

将来不安の認識変化 開催前 開催後

肯定的回答 22.2% 66.7%

中立的回答 44.4% 22.2%

否定的回答 33.3% 11.1%
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5. ダイヤ工業株式会社 効果検証 3)検証結果ー詳細③

＜考察＞
• 開催前：「とてもそう思う（1）」と「そう思う（2）」が多いが、「どちらともいえない（3）」も存在しており、自分の理想とする将来に向けて行

動したい気持ちには濃淡がある。
• 開催後：「とてもそう思う（1）」が7名、「そう思う（2）」が2名と、100％の方が肯定的回答になり、セミナーを通じて行動意欲が高まったこ

とが伺える。
• 加えて、中立的回答は2名から0名へ消失し、自分の理想とする将来の実現に向けての前向きな姿勢が広がったことがわかる。

※Wilcoxon符号付順位検定で、p < 0.05 のため有意な改善。

※肯定的回答＝そう思う・とてもそう思う（1・2）
※中立的回答＝どちらともいえない（3）
※否定的回答＝そう思わない・全くそう思わない（4・5）

理想の実現に向けた行
動意欲 開催前 開催後

肯定的回答 77.8% 100.0%

中立的回答 22.2% 0.0%

否定的回答 0.0% 0.0%
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5. ダイヤ工業株式会社 効果検証 3)検証結果ー詳細④

＜考察＞
• 開催前：「とてもそう思う（1）」に次いで「そう思う（2）」が多く、セミナー前からエンゲージメントが非常に高い一方、「どちらともいえない

（3）」と回答している方も存在しており、意欲には濃淡があることが伺える。
• 開催後：「そう思う（2）」が最も多く「とてもそう思う（1）」も合わせると6名・約70％の方がセミナーを通じて更なる「意欲の高まり」を感じ

ており、元々エンゲージメントが高い状況だったことを踏まえると非常に前向きな変化であると言える。

※Wilcoxon符号付順位検定で、p ≥ 0.05 のため有意差はなし。

※肯定的回答＝そう思う・とてもそう思う（1・2）
※中立的回答＝どちらともいえない（3）
※否定的回答＝そう思わない・全くそう思わない（4・5）

職場エンゲージメントの変
化 開催前 開催後

肯定的回答 77.8% 66.7%

中立的回答 22.2% 33.3%

否定的回答 0.0% 0.0%



18

• セミナー前後にWebアンケート調査を実施し、参加者の心理的変化を定量的に把握することで効果検証を行った。
• アンケート調査票については、参考資料を参照のこと。

5. ユアサ自動車株式会社 効果検証 1)検証手法

項 目 内 容

調査方法 • Webアンケート調査（セミナー前後比較）

対象者 • 年齢・性別不問の従業員 ２名 （※役員 1名を含む）

回収数・
回収率

• 開催前：2名（100.0％）、開催後：2名（100％）
※役員は経営者となるため開催前は意図的に回収せず、セミナー満足度等のみ検証すべく開催後のみ回収
※業務状況次第ではオンライン参加予定だった方が不参加となり、開催前のみ回収

設問数
• 開催前：18問
• 開催後：27問
• ※詳細設問は参考資料参照

実施時期 • 開催前調査：令和8年1月15日〜1月16日
• 開催後調査：令和8年1月26日
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• 主たる検証項目において、参加者のライフデザインや職場への意欲に対する認識や心理状態に有意な改善が見られた。
• アンケート調査結果の全体は、参考資料を参照のこと。

5. ユアサ自動車株式会社 効果検証 2)検証結果ーサマリ

検証項目 検証結果本事業の目的

マネーリテラシーを向上
することで、当社での中
長期的なキャリア形成
をポジティブに捉えられ
るようになること。

ライフデザインの明確さ 自分自身のライフデザインに対する明確さが大きく高まった。

職場へのエンゲージメント もともとエンゲージメントが高かったところから、
セミナーを通じてその意欲がさらに高まった。

ライフデザインの
他者への推奨意向

もともと周囲に勧めたい気持ちはあったが、
セミナーを通じてその推奨意向がさらに高まった。

※注釈：本企業ではセミナー前後の両方に回答した方が1名のみであったため、前後比較による有意差の検証は行っていません。
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• 本セミナーは、参加者のライフデザインに対する認識や職場への意欲において、定量的にポジティブな変化をもたらした。またアンケー
トのみならず、開催後に実施した役員ヒアリング（※）も踏まえ、定性的にも効果が裏付けられた。

ライフデザインの明確さ︓
セミナー開催前に「どちらとも言えない」と回答していた参加者が、セミナー開催後には「とてもそう思う」と回答。
自分自身のライフデザインに対する認識の明確さが大きく高まった。

職場へのエンゲージメント︓
セミナー開催前から「そう思う」と前向きな姿勢を示していたが、セミナー開催後には「とてもそう思う」と回答。
意欲が更に強まっていることがわかる。

ライフデザインの他者への推奨意向︓
セミナー開催前から「そう思う」と前向きな意向を示していたが、セミナー開催後は「とてもそう思う」と回答。
推奨意向が更に強まっていることがわかる。

5. ユアサ自動車株式会社 効果検証 3)検証結果ー詳細

ライフプラン・ライフデザインについて一生をかけて考えるきっかけになった。

一方で、若手社員にとっては会社の意図が十分に伝わらず、「わけのわからないことをやっている」と受け取ら
れる懸念もあるため、コミュニケーション上の工夫が必要。

全社員に聞いてほしい。若い人こそ聞くべきだと思う。また機会を持ちたいと強く思った。

※注釈：吹き出し内のコメントについては、役員ヒアリングの中で得られたコメントを一部抜粋・要約したものです。
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5. コクヨ山陽四国販売株式会社 効果検証 1)検証手法
• セミナー前後にWebアンケート調査を実施し、参加者の心理的変化を定量的に把握することで効果検証を行った。
• アンケート調査票については、参考資料を参照のこと。

項 目 内 容

調査方法 • Webアンケート調査（セミナー前後比較）

対象者 • 年齢・性別不問の従業員 17名

回収数・
回収率 • 開催前：17名（100.0％）、開催後：17名（100.0％）

設問数
• 開催前：19問
• 開催後：28問
• ※詳細設問は参考資料参照

実施時期 • 開催前調査：令和8年1月23日〜1月27日
• 開催後調査：令和8年1月27日
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5. コクヨ山陽四国販売株式会社 効果検証 2)検証結果ーサマリ
• 主たる検証項目において、参加者のライフデザインへの意識や理想とする将来に向けての行動意欲に有意な改善が見られた。
• アンケート調査結果の全体は、参考資料を参照のこと。

検証項目 検証結果本事業の目的

・自身のライフプランを
明確にすることで、当
社での長期的なキャリ
ア形成をポジティブに捉
えられるようになること。

ライフデザインの明確さ(※)
ライフデザインの明確さに関する“肯定的回答”が大幅に増加。
実施前：25.0% 実施後：58.3%
※Wilcoxon符号付順位検定で、p < 0.05のため有意な改善。

理想の実現に向けた行動意欲
理想の実現に向けた行動意欲に関する“肯定的回答”が増加。
実施前：66.7% 実施後：91.7％
※Wilcoxon符号付順位検定で、p ≥ 0.05 のため有意差はなし。

ライフデザインの
他者への推奨意向

ライフデザインの他者への推奨意向に関する“最上位評価（とてもそう思
う）”の割合が増加。
実施前：33.3% 実施後：66.7%
※Wilcoxon符号付順位検定で、p ≥ 0.05 のため有意差はなし。

※注釈：本項目における「ライフデザインの明確さ」とは、自分自身のライフデザインに対する認識の明確さを指します。

ライフデザインの意義認識
ライフデザインの意義認識に関する“最上位評価（とてもそう思う）”の割合
が増加。
実施前︓25.0% 実施後︓75.0％
※Wilcoxon符号付順位検定で、p ≥ 0.05 のため有意差はなし。
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5. コクヨ山陽四国販売株式会社 効果検証 3)検証結果ー詳細①

ライフデザインの明確さ 開催前 開催後

肯定的回答 25.0% 58.3%

中立的回答 33.3% 25.0%

否定的回答 41.7% 16.7%

※肯定的回答＝とてもそう思う・そう思う（1・2）
※中立的回答＝どちらともいえない（3）
※否定的回答＝そう思わない・全くそう思わない（4・5）

＜考察＞
• 開催前：「どちらともいえない（3）」についで否定的回答（4・5）が最多 → ライフデザインの明確さが曖昧な方が多かった。
• 開催後：「そう思う（2）」と「とてもそう思う（1）」が3名から7名まで増加 → セミナーを通じて“明確化”が進んだと推測。
• 加えて、否定的回答（4・5）は5名から2名まで減少 → ライフデザインの明確化が促進されたと考えられる。

※Wilcoxon符号付順位検定で、p < 0.05 のため有意な改善。
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5. コクヨ山陽四国販売株式会社 効果検証 3)検証結果ー詳細②

※肯定的回答＝とてもそう思う・そう思う（1・2）
※中立的回答＝どちらともいえない（3）
※否定的回答＝そう思わない・全くそう思わない（4・5）

＜考察＞
• 開催前：「そう思う（2）」についで「どちらともいえない・とてもそう思う（3・1）」が最多 →  行動意欲が曖昧な方が一定数存在していた。
• 開催後：「とてもそう思う（1）」が最多となり「そう思う（2）」も合わせると8名から11名まで増加 、中立的回答・否定的回答は4名から1名まで

減少 → セミナーを通じて行動意欲がより明確に高まった。

※Wilcoxon符号付順位検定で、p ≥ 0.05 のため有意差はなし。

理想の実現に向けた

行動意欲
開催前 開催後

肯定的回答 66.7% 91.7%

中立的回答 25.0% 0.0%

否定的回答 8.3% 8.3%
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5. コクヨ山陽四国販売株式会社 効果検証 3)検証結果ー詳細③

※肯定的回答＝とてもそう思う・そう思う（1・2）
※中立的回答＝どちらともいえない（3）
※否定的回答＝そう思わない・全くそう思わない（4・5）

＜考察＞
• 開催前：「そう思う（2）」についで「とてもそう思う（1）」の回答が最多 → ライフデザインの意義認識が高い方が多かった。
• 開催後：「とてもそう思う（1）」が3名から9名まで増加 → セミナーを通じて意義認識が一段と深まったことがわかる。

※Wilcoxon符号付順位検定で、p ≥ 0.05 のため有意差はなし。

ライフデザインの

意義認識
開催前 開催後

肯定的回答(1) 25.0% 75.0%

肯定的回答(2) 66.7% 16.7%

中立的回答(3) 8.3% 0.0%

否定的回答(4) 0.0% 0.0%

否定的回答(5) 0.0% 8.3%
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5. コクヨ山陽四国販売株式会社 効果検証 3)検証結果ー詳細④

※肯定的回答＝とてもそう思う・そう思う（1・2）
※中立的回答＝どちらともいえない（3）
※否定的回答＝そう思わない・全くそう思わない（4・5）

＜考察＞
• 開催前：どちらともいえない（3）に次いで肯定的回答（1・2）が最多 → ライフデザインの推奨意向が曖昧な方が一定数存在していた。
• 開催後：「とてもそう思う（1）」が最多となり、肯定的回答6名から9名まで増加 →セミナーを通じて推奨意向が進んだことがわかる。
• 加えて、中立的回答（3）は5名から2名まで減少 →推奨意向の明確化が促進されたと考えられる。

※Wilcoxon符号付順位検定で、p ≥ 0.05 のため有意差はなし。

ライフデザインの

推奨意向 開催前 開催後

肯定的回答(1) 33.3% 66.7%

肯定的回答(2) 16.7% 8.3%

中立的回答(3) 41.7% 16.7%

否定的回答(4) 0.0% 0.0%

否定的回答(5) 8.3% 8.3%
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• ライフステージや職場環境の違いにより、将来設計に関する悩みや不安の質・背景は多様化している一方で、支援の設計
や対話の機会が一律的・限定的であることが、若手社員の主体的なライフデザインと資産形成の障壁となっている。

6.本事業から見えた課題と示唆 1)ライフデザイン支援の普及・拡大に向けた示唆 ア)課題

当事者
（若い世代）

地方×中小企業

1 • 課題：自分らしい人生設計・資産形成の不明瞭さ
• 背景要因：日々の業務に追われる中で将来を考える機会が少ないだけでなく、

若い世代はライフデザインや資産形成への関心がそもそも高まりにくく、自分ごと化
しづらい構造がある。会社からの機会提供も限定的で、将来像を描くための入口
設計が不足している。

周辺・周囲
+支援者
（上司）

2 • 課題：若手との将来設計・資産形成に関する対話不足
• 背景要因：キャリアを制度的な側面で捉えることが多く、ライフや価値観に踏み

込んだ対話はまだ広がっていない。加えて、資産形成や経済的自立に関する話
題は職場で扱いづらく、若手の不安や意思を汲み取る機会が限られている。

3
支援者

（人事、経営層）

• 課題：ライフデザイン支援の投資対効果の不明瞭さによる継続性
• 背景要因：施策とエンゲージメント・定着率等の関連性が可視化されておらず、

行動変容の追跡や職場での実践状況の把握も十分ではない。そのため、現場
での取り組みや変化が組織内で蓄積・発信されにくく、施策が単発の研修として
扱われ、継続投資の判断が難しくなっている。

課題と背景要因
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• 画一的な情報提供ではなく、個々の人生観・働き方等に寄り添った支援が受けられ、将来への不安が軽減されるとともに、
「自分らしい人生を自分で選び取る」感覚が育まれている状態。

6.本事業から見えた課題と示唆 1)ライフデザイン支援の普及・拡大に向けた示唆 イ)あるべき姿

当事者
（若い世代）

地方×中小企業

1 • 自分らしい将来像と資産形成の主体化：
日々の業務に追われながらも、キャリア・ライフイベントを踏まえ、自分らしい将来像
と必要な資産形成を一体的に描けるようになり、将来への不安が軽減されている
状態。加えて、関心を持ちやすい入口設計が整い、自分ごととして捉えられるように
なっている。

周辺・周囲
+支援者
（上司）

2 • ライフ・キャリア・資産形成を含む対話の定着：
上司と若手社員の間で、制度面だけでなく価値観・ライフイベント・資産形成も含
めた対話が自然に行われ、相互理解に基づく支援が実践されている状態。

支援者
（人事、経営層）

3 • ライフデザイン支援策の継続実施と効果の可視化：
ライフデザイン支援策を単発ではなく継続的に実施し、その内容や参加者の変化を
蓄積することで、行動変容やエンゲージメント・定着率等との関連を可視化し、今
後の施策改善と継続投資の判断につなげる。

あるべき姿
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• 社員のライフステージや価値観の違いを可視化し、共通点と個別性を理解する場を設ける。その上で、ライフデザインと
資産形成を含むライフプランを統合し、個別最適な支援が可能となるプログラムを構築する。

6.本事業から見えた課題と示唆 1)ライフデザイン支援の普及・拡大に向けた示唆 ウ)実現に向けた方向性

当事者
（若い世代）

地方×中小企業

1 • 将来像と資産形成を結びつける機会の創出：
若手社員が自身の価値観・ライフイベント・キャリアの方向性を踏まえ、必要な資産
形成も含めて考えられるよう、関心を持ちやすい入口設計と自分ごと化を促す機
会を整える。これにより、人生全体を見通した意思決定が可能な習慣を育む。

周辺・周囲
+支援者
（上司）

2 • 上司の対話スキル向上：
キャリアを資産形成も含むライフ全体で捉え、若手の状況や意思を尊重した対話ができ
るよう、上司のコミュニケーション力を高める。

支援者
（人事、経営層）

3 • 資産形成を含むライフデザイン施策の継続実施と効果可視化：
資産形成を含むライフデザイン支援を継続的に実施し、行動変容や職場での実
践状況、将来不安の軽減などの変化を記録・共有することで、施策の効果を可視
化し、継続投資の判断につなげる。

実現に向けた方向性
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• 社員が置かれているライフステージは多様化しており、将来への不安や人生設計に関する悩みは一人ひとり異なる。そのた
め、従来の画一的な支援では、社員が自分らしい将来像を描き、不安を軽減するには十分ではない。 これらの課題を踏
まえると、社員が自身の価値観・人生観に基づいて未来を構想し、それを実現するための資産形成やキャリア選択を主体
的に行える状態が、組織として目指すべき姿となる。

• その実現に向けては、まず特に若手が関心を持ちやすい入口設計を整え、自分ごと化を促す工夫が不可欠である。次に、
社員の多様な状況を可視化し、ライフデザインとお金に関するライフプランを段階的に統合する支援が必要となる。 内省ワ
ーク、年代別の情報提供、対話の場づくりなどを組み合わせることで、個別最適な支援を可能にし、社員が長期的な視点
で意思決定できる環境を整えていく。 さらに、継続的なフォローアップや社内制度との連動を図ることで、社員が“自分の人
生を自分で選び取る”文化を組織全体に根づかせていくことが重要である。

• 一方で、ライフデザイン支援は投資対効果が定量化しづらい領域であるため、経営者は「期待値」に基づいて意思決定を
行う傾向がある。導入企業の成果事例や社員インタビューを体系的に蓄積・発信すること、中小企業経営者間の繋がりの
中で共有することで、他社への波及と意思決定の後押しにつながる。

• 短時間・無償などの低負荷な初回体験機会を提供し、社員の反響や変化を“既成事実”として蓄積・共有することで、経
営層の納得感と期待値を高めることが必要。特に中小企業では「時間」と「コスト」が制約となるため、初期設計の工夫が
重要。加えて、人員の離脱が業務に直結するため、大企業向けと同一設計では導入が難しく、業種・規模・人員構成に
応じた柔軟な支援形態と共に、提供側についても稼働・対価のバランスを踏まえた持続可能な運用設計が鍵となる。

6.本事業から見えた課題と示唆 2)終わりに
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参考資料
1. アンケート調査票
2. アンケート調査結果
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■アンケート調査票（開催前①）

※注釈：設問4（年代・属性）は、コクヨ山陽四国販売株式会社でのみ取得した項目であり、その他の設問は3社共通の調査項目である。
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■アンケート調査票（開催前②）
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■アンケート調査票（開催後①）

※注釈：設問4（年代・属性）は、コクヨ山陽四国販売株式会社でのみ取得した項目であり、その他の設問は3社共通の調査項目である。
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■アンケート調査票（開催後②）
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■アンケート調査票（開催後③）
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参考資料
1. アンケート調査票
2. アンケート調査結果
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■アンケート調査結果①（ダイヤ工業株式会社）
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■アンケート調査結果②（ダイヤ工業株式会社）
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■アンケート調査結果③（ダイヤ工業株式会社）
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■アンケート調査結果④（ダイヤ工業株式会社）
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■アンケート調査結果⑤（ダイヤ工業株式会社）
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■アンケート調査結果①（コクヨ山陽四国販売株式会社）
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■アンケート調査結果②（コクヨ山陽四国販売株式会社）
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■アンケート調査結果③（コクヨ山陽四国販売株式会社）
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■アンケート調査結果④（コクヨ山陽四国販売株式会社）
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■アンケート調査結果⑤（コクヨ山陽四国販売株式会社）
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特定非営利活動法人manma
〒170-0005 東京都豊島区南大塚3-36-7 南大塚T&Tビル 5F

Tel. 050-3628-8633
E-mail：info@manma.co
URL：https://manma.co
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